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様
な
立
場
の
移
住
者
と
は
、
先
に
言
え
ば
、「
江
別
屯
田
」

の
屯
田
兵
、
民
間
の
開
拓
団
体
で
あ
る
「
北
ほ
く
え
つ
し
ょ
く
み
ん
し
ゃ

越
殖
民
社
」

の
関
係
者
た
ち
、
つ
い
し
か
り

対
雁
地
区
に
強
制
移
住
さ
せ
ら
れ
た
樺

太
ア
イ
ヌ
の
人
々
で
あ
る
。

　

ま
た
、
同
市
内
に
は
従
前
よ
り
「
北
海
道
立
図
書
館
」

が
整
備
・
供
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
こ
れ
に
隣
接
す
る
か

た
ち
で
「
北
海
道
立
文
書
館
」
が
二
〇
二
〇
年
に
移
設
さ

れ
て
お
り
、
今
後
の
利
活
用
の
可
能
性
を
念
頭
に
、
そ
の

視
察
も
計
画
に
含
め
た
。

　

本
稿
は
こ
の
第
五
回
現
地
視
察
に
つ
い
て
概
括
的
に
報

告
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

１
．
江
別
屯
田
の
史
跡
を
め
ぐ
る

　

視
察
当
日
、
朝
か
ら
参
加
す
る
研
究
会
委
員
は
、
メ
ン

バ
ー
全
四
人
の
う
ち
三
人
。
Ｊ
Ｒ
江
別
駅
に
集
合
し
、
ま

ず
は
同
駅
の
す
ぐ
目
の
前
、「
江
別
神
社
」（
江
別
市
萩
ケ

岡
一

－

一
）
周
辺
に
あ
る
二
つ
の
史
跡
を
視
る
こ
と
に
し

は
じ
め
に

　

北
海
道
地
方
自
治
研
究
所
の
設
置
す
る
「
北
海
道
近
現

代
史
研
究
会
」
（
１
）

は
、
二
〇
二
二
年
七
月
一
日
、
第
五
回
目

の
現
地
視
察
を
江
別
市
で
実
施
し
た
。

　

同
研
究
会
で
は
、
二
〇
二
〇
年
八
月
か
ら
二
〇
二
一
年

一
〇
月
ま
で
の
期
間
に
、
計
四
回
の
現
地
視
察
を
実
施
し

て
き
て
い
る
。
訪
問
先
は
、
第
一
回
が
道
南
エ
リ
ア
（
函

館
市
、
松
前
町
な
ど
）、
第
二
回
が
オ
ホ
ー
ツ
ク
エ
リ
ア

（
北
見
市
、佐
呂
間
町
な
ど
）、第
三
回
が
釧
根
エ
リ
ア
（
根

室
市
、
厚
岸
町
な
ど
）、
第
四
回
が
石
狩
北
部
と
中
・
南

空
知
の
エ
リ
ア
（
石
狩
市
、
月
形
町
な
ど
）。
毎
回
、
各

地
の
史
跡
や
博
物
館
等
の
施
設
の
視
察
を
通
じ
、
北
海
道

の
近
世
・
近
現
代
史
に
関
す
る
情
報
収
集
や
資
料
収
集
を

行
い
、
知
見
を
深
め
て
い
る
。
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
こ
の

間
一
貫
し
て
、
近
世
期
（
江
戸
時
代
）
に
始
ま
る
北
海
道

お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域
で
の
日
ロ
関
係
史
、
ア
イ
ヌ
民
族

の
歴
史
と
文
化
、
明
治
開
拓
期
の
移
民
や
屯
田
兵
、
特
に

強
制
労
働
の
歴
史
的
事
実
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
に
続
く
第
五
回
視
察
で
は
、
近
年
は
「
レ
ン
ガ

の
ま
ち
」
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
江
別
市
を
訪
れ
、
市
内

に
点
在
す
る
史
跡
や
施
設
な
ど
を
一
日
日
程
で
巡
察
し
て

き
た
。

　

実
は
江
別
市
は
、
前
回
（
第
四
回
）
現
地
視
察
（
二
〇

二
一
年
一
〇
月
二
九
日
）
で
最
後
の
訪
問
地
と
す
る
こ
と

を
計
画
し
て
い
た
。
し
か
し
、
結
果
と
し
て
時
間
が
足
り

ず
、
同
市
訪
問
は
日
を
改
め
る
こ
と
と
し
、
約
八
カ
月
後

の
二
〇
二
二
年
七
月
に
至
っ
て
よ
う
や
く
実
施
し
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ほ
ど
間
を
空
け
ず
に
実
施
し
た
い
と

こ
ろ
で
は
あ
っ
た
が
、八
カ
月
も
空
い
て
し
ま
っ
た
の
は
、

冬
場
を
避
け
た
こ
と
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
新
た
な
計
画

を
立
て
難
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
主
な
原
因
で
あ
る
。

　

第
五
回
視
察
の
大
枠
の
テ
ー
マ
と
し
て
想
定
し
た
の

は
、
明
治
期
に
現
在
の
江
別
の
地
に
移
住
し
て
き
た
多
様

な
立
場
の
移
住
者
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
多

　

正　

木　

浩　

司

北
海
道
近
現
代
史
研
究
会
・
第
５
回
現
地
視
察

北
海
道
近
現
代
史
研
究
会
・
第
五
回
現
地
視
察
レ
ポ
ー
ト

　
─ 
江
別
市
を
訪
ね
て
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た
。
一
つ
は
「
開
村
記
念
碑
」、
も
う
一
つ
は
江
別
屯
田

の
「
火
薬
庫
」
の
遺
構
で
あ
る
。
神
社
も
碑
も
遺
構
も
屯

田
兵
に
関
わ
り
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

　

あ
ら
か
じ
め
整
理
し
て
お
く
と
、「
江
別
屯
田
」
と
総

称
さ
れ
る
兵
村
は
三
つ
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
江
別
兵
村
」、

「
篠
津
兵
村
」、「
野
幌
兵
村
」
と
い
う
。
一
八
七
八
～
八

六
（
明
治
一
一
～
一
九
）
年
の
間
に
各
開
拓
地
に
入
植
し

た
士
族
屯
田
で
あ
る
。
江
別
兵
村
は
そ
の
筆
頭
と
さ
れ
、

そ
の
任
務
は
、
札
幌
の
防
衛
を
主
と
す
る
ほ
か
、
樺
戸
集

治
監
（
現
・
月
形
町
）
お
よ
び
空
知
集
治
監
（
現
・
三
笠
市
）

か
ら
の
脱
走
者
を
捕
え
る
役
割
も
充
て
ら
れ
て
い
た（
２
）。

　

市
史
を
振
り
返
る
と
、
こ
の
地
に
最
初
の
屯
田
兵
が
入

植
し
て
江
別
兵
村
が
設
立
さ
れ
た
一
八
七
八
年
、
こ
れ
に

合
わ
せ
て
誕
生
し
た
「
江
別
村
」
が
市
の
開
基
で
あ
る
。

そ
の
後
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
に
対
雁
村
・
篠
津

村
と
合
併
し
「
北
海
道
二
級
町
村
制
」
が
適
用
さ
れ
た
「
江

別
村
」
の
時
代
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
に
町
制
施
行

し
た
「
江
別
町
」
の
時
代
を
経
て
、戦
後
、「
地
方
自
治
法
」

の
も
と
、
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
に
市
制
施
行
し
て

江
別
市
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

三
兵
村
は
現
在
も
市
内
に
地
名
が
残
る
各
開
拓
地
に
お

い
て
農
業
や
養
蚕
、
蓄
牛
な
ど
に
携
わ
っ
た
。
農
産
物
と

し
て
は
、
馬
鈴
薯
、
豆
類
、
小
麦
な
ど
を
栽
培
し
た
ほ
か
、

さ
ら
に
は
一
定
の
準
備
期
間
を
経
て
米
作
に
も
従
事
し
た

と
い
う
。
江
別
・
野
幌
の
二
兵
村
で
は
、
当
時
開
拓
使
の

雇
わ
れ
外
国
人
と
し
て
赴
任
し
て
い
た
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ダ

ン
（Edw

in D
un 1848-1931

）
に
よ
っ
て
農
畜
産
業

の
指
導
が
行
わ
れ
て
い
た（
３
）。

　

今
回
視
察
し
た
「
江
別
神
社
」
は
、
一
八
八
五
（
明
治

一
八
）
年
に
熊
本
か
ら
移
住
者
し
て
き
た
屯
田
兵
が
、
一

八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
に
創
祀
し
た
飛
鳥
山
神
社
（
別

名
・
屯
田
神
社
）
が
起
源
で
あ
り
、
一
八
九
三
（
明
治
二

六
）
年
に
現
在
地
に
遷
宮
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る（
４
）。

ま
た
、「
開
村
記
念
碑
」
は
、
江
別
村
の
開
村
か
ら
五
〇

年
に
当
た
る
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
六
月
、
江
別
神
社

境
内
に
建
立
さ
れ
、
一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
に
現
在

地
、
神
社
隣
接
の
江
別
市
水
道
庁
舎
の
敷
地
内
に
移
転
さ

れ
て
い
る（
５
）。

　

神
社
の
裏
に
位
置
し
、
江
別
屯
田
に
関
係
す
る
史
跡
の

一
つ
と
し
て
江
別
市
指
定
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
る

の
が
「
火
薬
庫
（
屯
田
兵
第
三
大
隊
本
部
跡
）」
で
あ
る
。

大
隊
本
部
の
建
物
自
体
は
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
に
焼

失
し
た
が
、
残
さ
れ
た
レ
ン
ガ
製
の
火
薬
庫
だ
け
が
他
の

目
的
に
使
用
さ
れ
た
時
期
を
経
て
、
一
九
五
〇
年
代
に
現

在
地
に
移
転
さ
れ
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
八
月
一

二
日
に
市
指
定
文
化
財
の
指
定
（
史
跡
）
を
受
け
た
。
市

内
の
屯
田
兵
関
係
の
史
跡
の
中
で
唯
一
の
レ
ン
ガ
制
建
築

物
と
い
う（
６
）。

　

江
別
駅
前
以
外
に
も
市
内
に
数
カ
所
が
残
る
。
こ
の
後

に
今
次
視
察
で
立
ち
寄
れ
た
と
こ
ろ
で
言
え
ば
、
一
つ

＜付表１＞　第５回現地視察の主な視察先

火薬庫遺構
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は
、「
錦
山
天
満
宮
」（
江
別
市
野
幌
代
々
木
町
三
八
）
の

隣
接
地
に
立
地
す
る
「
江
別
市
屯
田
資
料
館
」
で
あ
る
。

同
館
は
「
野
幌
屯
田
兵
第
二
中
隊
本
部
」
の
建
物
を
一
九

九
四
（
平
成
六
）
年
に
復
元
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
は

後
述
す
る
「
江
別
市
郷
土
資
料
館
」
の
分
館
の
位
置
づ
け

を
得
て
、
内
部
に
野
幌
屯
田
の
関
係
資
料
を
展
示
し
て
い

る
。
内
覧
が
可
能
な
時
間
帯
は
土
日
祝
日
の
昼
間
に
限
ら

れ
て
お
り
、
残
念
な
が
ら
今
次
視
察
で
は
館
内
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
。
同
館
は
北
海
道
指
定
文
化
財
の
指
定
（
有
形

文
化
財
、
一
九
五
八
年
四
月
一
〇
日
、
第
二
号
）
を
受
け

て
い
る
。
天
満
宮
自
体
も
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
に

屯
田
兵
の
建
て
た
遙
拝
所
に
由
来
す
る
。

　

も
う
一
つ
は
、「
湯
川
公
園
」（
江
別
市
高
砂
町
六
）
内

に
再
現
さ
れ
て
い
る
「
野
幌
屯
田
兵
屋
」
で
あ
る
。
一
八

八
六
（
明
治
一
九
）
年
に
広
島
県
か
ら
入
植
し
た
湯
川
忠

継
一
家
使
用
の
兵
屋
を
復
元
し
た
も
の（
７
）。
こ
ち
ら
も
訪
問

日
は
屋
内
の
公
開
日
に
当
た
ら
ず
、
内
覧
は
叶
わ
な
か
っ

た
。

２
．
北
越
殖
民
社
の
事
績
を
学
ぶ

　

江
別
神
社
周
辺
の
史
跡
を
見
終
え
る
と
、
委
員
の
一
人

が
運
転
す
る
車
に
乗
り
合
い
、次
の
目
的
地
に
向
か
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
江
別
駅
か
ら
北
西
方
向
に
車
で
五
分
ほ
ど
の
距
離
に

あ
る
「
江
別
市
郷
土
資
料
館
」（
江
別
市
緑
町
西
一
丁
目
）

で
あ
る
。
市
立
の
総
合
博
物
館
で
あ
り
、
展
示
資
料
は
多

岐
に
わ
た
る
が
、
当
然
な
が
ら
明
治
期
以
降
の
開
拓
や
移

住
に
関
す
る
情
報
も
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
、
こ

の
日
の
主
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
い
た
「
江
別
屯
田
」、「
北

越
殖
民
社
」、「
樺
太
ア
イ
ヌ
の
対
雁
強
制
移
住
」
な
ど
に

関
す
る
基
本
的
な
情
報
を
得
つ
つ
、
同
館
発
行
の
書
籍
・

資
料
を
数
冊
購
入
し
た
。

　

郷
土
資
料
館
で
の
情
報
収
集
を
終
え
て
次
に
向
か
っ
た

の
は
、
道
道
四
六
号
江
別
恵
庭
線
を
し
ば
ら
く
南
進
し
た

先
に
あ
る
「
千せ
ん
こ
え
ん

古
園
」（
江
別
市
東
野
幌
三
七
五
）
と
い

う
公
園
施
設
で
あ
る
。
こ
の
公
園
に
は
、
民
間
開
拓
団
体

（
会
社
組
織
に
よ
る
開
拓
）
の
代
表
的
な
事
例
の
一
つ
で

あ
る
「
北
越
殖
民
社
」
に
関
す
る
数
少
な
い
史
跡
が
残
る
。

こ
の
公
園
は
、
元
々
は
同
社
の
二
代
目
社
長
で
あ
っ
た
関せ
き

谷や

孫ま
ご

左ざ

衛え

門も
ん

（
一
八
四
四
～
一
九
一
七
年
）
の
屋
敷
の
一

部
で
あ
り
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
に
公
園
と
し
て
整

備
さ
れ
た
。
桜
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
、
現
在
も
春
に
は

多
く
の
花
見
客
で
賑
わ
う
と
い
う
。

江別市屯田資料館の外観（野幌屯田兵第二中隊本部の復元）

＜付表２＞　江別屯田の兵村の基本情報
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一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
の
解
散
ま
で
そ
の
発
展
に
貢
献

し
た
、「
数
少
な
い
開
拓
成
功
民
間
団
体
」
と
評
さ
れ
る
（
（1
（

。

　

園
内
に
入
る
と
、ま
ず
石
柱
と
説
明
板
に
迎
え
ら
れ
る
。

石
柱
の
前
面
は
「
史
跡 

千
古
園
」
の
五
文
字
が
大
き
く

刻
ま
れ
、
背
面
に
は
「
開
基
八
十
年
市
制
施
行
五
年
記
念

／
昭
和
三
十
三
年
十
月
建
立
」
と
あ
る
。
ま
た
、
説
明
板

に
よ
る
と
、「
留
魂
碑
」
は
関
谷
の
徳
を
し
の
ん
で
村
民

が
据
え
た
も
の
と
い
う
。
園
内
に
は
こ
の
ほ
か
、
北
越
殖

民
社
関
係
者
の
功
績
を
讃
え
る
頌
徳
碑
等
が
数
基
置
か
れ

て
い
る
。

　

千
古
園
は
一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
八
月
一
二
日
に

　

北
越
殖
民
社
は
、
そ
の
名
か
ら
も
う
か
が
い
知
れ
る
と

お
り
、
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
に
北
海
道
開
拓
を
目

的
と
し
て
新
潟
県
で
設
立
さ
れ
た
民
間
の
会
社
組
織
で
あ

る
。
同
年
に
試
行
的
に
ま
ず
一
〇
戸
が
「
江
別
太
」
の
地

に
入
植
し
、「
越
後
村
」
を
開
村
。
そ
の
後
、一
八
九
〇
（
明

治
二
三
）年
に
一
一
五
戸
四
〇
〇
人
超
の
人
々
が
入
植
し
、

開
拓
が
本
格
化
し
た（
８
）。
な
お
、同
社
の
開
拓
地
の
中
に
は
、

樺
戸
集
治
監
の
囚
人
労
働
で
開
墾
さ
れ
、
払
い
下
げ
を
受

け
た
農
地
六
〇
〇
町
歩
が
含
ま
れ
る
と
い
う（
９
）。
新
潟
と
の

つ
な
が
り
を
示
す
越
後
の
名
は
、
現
在
も
「
越
後
神
社
」

や
「
越
後
沼
」
に
残
る
。
現
在
の
野
幌
地
区
の
礎
を
築
き
、

市
指
定
文
化
財
（
史
跡
）
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、

一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）
年
三
月
三
一
日
に
は
、
同
社
が

新
潟
か
ら
伝
え
た
「
野の
っ
ぽ
ろ
だ
い
だ
い
か
ぐ
ら

幌
太
々
神
楽
」
も
市
指
定
文
化
財

（
無
形
民
俗
文
化
財
）
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。

３
．
酪
農
学
園
大
学
で
の
学
習
と
北
海
道
立
文
書
館

　

の
視
察

　

千
古
園
を
去
り
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た
錦
山
天
満
宮
の
隣

江別市郷土資料館の外観

千古園の石柱と説明板

＜付表３＞　会社組織による北海道移住・開拓の事例
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背
面
に
刻
ま
れ
た
碑
文
か
ら
は
、
本
願
寺
に
よ
り
一
八
九

〇
（
明
治
二
三
）
年
一
一
月
に
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
読
み

取
れ
る
。

　

樺
太
ア
イ
ヌ
は
、
樺
太
の
先
住
民
族
の
一
つ
で
あ
り
、

北
海
道
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域
の
先
住
民
で
あ
る
ア
イ
ヌ

民
族
に
包
含
さ
れ
つ
つ
も
、
北
海
道
本
土
を
生
活
地
と
し

た
北
海
道
ア
イ
ヌ
、
千
島
列
島
を
生
活
地
と
し
た
千
島
ア

イ
ヌ
と
は
区
別
さ
れ
る
。
樺
太
は
、
幕
末
期
に
締
結
さ
れ

た
「
日
露
和
親
条
約
」（
一
八
五
五
年
）
以
降
、日
露
「
両

国
雑
居
の
地
」
と
さ
れ
て
い
た
が
、一
八
七
五
（
明
治
八
）

年
、「
千
島
・
樺
太
交
換
条
約
」
に
よ
っ
て
樺
太
全
島
が

ロ
シ
ア
領
と
決
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
翌
年
（
一
八

七
六
年
）、
日
本
人
と
見
な
さ
れ
た
樺
太
ア
イ
ヌ
の
人
々

（
一
〇
八
戸
、
八
四
一
人
）
は
、
故
郷
の
樺
太
か
ら
強
制

的
に
日
本
の
領
土
へ
の
移
住
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
移
住

先
は
、
宗
谷
を
経
て
、
現
在
の
江
別
市
対
雁
地
区
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
移
住
者
の
多
く
は
一
八
八
六
～
八
七
（
明

治
一
九
～
二
〇
）
年
の
間
に
伝
染
病
（
天
然
痘
、コ
レ
ラ
）

が
原
因
で
亡
く
な
っ
た
と
い
う
（
（1
（

。
故
郷
と
の
つ
な
が
り
を

断
た
れ
、
望
ま
ぬ
移
住
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
人
間
の
心

身
に
い
か
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
を
語
っ
て
い
る
。

　

樺
太
ア
イ
ヌ
の
対
雁
強
制
移
住
・
集
落
壊
滅
と
い
う
重

大
な
歴
史
的
事
実
を
伝
え
る
史
跡
は
、
現
在
に
お
い
て
は

ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
墓
碑

は
数
少
な
い
極
め
て
貴
重
な
史
跡
と
言
え
る
。
基
本
情
報

の
収
集
は
、前
出
の
江
別
市
郷
土
資
料
館
の
展
示
の
ほ
か
、

北
見
市
の「
と
こ
ろ
遺
跡
の
森
」（
北
見
市
常
呂
町
字
栄
浦
）

内
「
と
こ
ろ
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
」
の
展
示
の
中
に
本

接
地
お
よ
び
湯
川
公
園
内
の
屯
田
兵
関
連
の
史
跡
の
視
察

を
済
ま
せ
た
と
こ
ろ
で
、
時
刻
は
正
午
前
。
遅
れ
て
参
加

の
委
員
一
人
と
合
流
す
る
た
め
、
酪
農
学
園
大
学
へ
と
向

か
っ
た
。
市
西
部
の
文
京
台
地
区
は
、
酪
農
学
園
大
学
を

は
じ
め
と
す
る
三
つ
の
私
大
が
立
地
す
る
ほ
か
、
北
海
道

立
図
書
館
、
北
海
道
立
文
書
館
な
ど
の
道
立
施
設
も
置
か

れ
て
お
り
、
道
内
有
数
の
文
教
地
区
と
な
っ
て
い
る
。

　

正
午
過
ぎ
に
酪
農
学
園
大
学
に
到
着
す
る
と
、
四
人
の

委
員
全
員
が
合
流
。
学
生
食
堂
で
の
昼
食
休
憩
の
後
、
大

学
創
立
者
の
黒
澤
酉
蔵
氏
の
事
績
を
伝
え
る
「
黒
澤
資
料

展
示
室
」
の
見
学
を
経
て
、
午
後
か
ら
は
大
学
図
書
館
の

一
室
を
借
り
、
短
時
間
な
が
ら
学
習
の
機
会
を
持
っ
た
。

講
師
は
、
北
海
道
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会
常
任
理
事
な
ど

を
務
め
る
田
村
邦
雄
氏
。
田
村
氏
は
江
別
屯
田
兵
村
所
属

の
屯
田
兵
の
子
孫
と
の
こ
と
で
、
屯
田
兵
に
つ
い
て
の
膨

大
な
知
見
を
有
し
て
お
り
、
全
道
お
よ
び
江
別
に
関
す
る

広
範
か
つ
詳
細
な
情
報
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

　

予
定
の
時
間
を
少
し
過
ぎ
て
学
習
会
を
終
え
る
と
、
大

学
を
出
て
、
次
の
視
察
先
と
し
て
い
た
「
北
海
道
立
文
書

館
」（
江
別
市
文
京
台
東
町
四
一
）
へ
急
い
だ
。
同
館
の

視
察
（
所
蔵
史
料
を
収
め
た
書
庫
内
の
観
覧
）
を
さ
せ
て

も
ら
う
に
は
事
前
予
約
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
日

は
午
後
三
時
の
約
束
で
予
約
を
と
っ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
約
束
の
時
間
ま
で
に
滑
り
込
ん
だ
。

　

北
海
道
立
文
書
館
（
以
下
、
文
書
館
）
は
、「
北
海
道

の
歴
史
に
関
す
る
文
書
、記
録
そ
の
他
の
資
料
を
収
集
し
、

管
理
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
活
用
を
図
る
」（

（1
（

こ
と
を

目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
施
設
で
あ
る
。
一
九
八
五
（
昭

和
六
〇
）
年
に
北
海
道
庁
旧
本
庁
舎
（
赤
れ
ん
が
庁
舎
）

内
に
設
置
さ
れ
、
二
〇
二
〇
年
二
月
に
現
在
地
に
移
転
さ

れ
た
。

　

文
書
館
の
事
務
室
を
訪
ね
る
と
、
担
当
職
員
の
応
対
を

受
け
、
同
職
員
の
ガ
イ
ド
に
よ
り
、
三
フ
ロ
ア
に
わ
た
る

書
庫
を
順
に
三
〇
分
ほ
ど
内
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
内

覧
中
は
時
折
、
史
料
の
実
物
を
い
く
つ
か
見
せ
て
い
た
だ

い
た
ほ
か
、
史
料
の
収
集
・
管
理
の
状
況
や
翻
訳
作
業
の

現
状
な
ど
、
文
書
館
の
様
々
な
活
動
に
つ
い
て
も
説
明
が

あ
っ
た
。
文
書
館
所
蔵
の
史
料
等
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
研
究
会
活
動
の
中
で
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
都
度

検
討
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

４
．
樺
太
ア
イ
ヌ
の
強
制
移
住
の
地
・
対
雁

　

文
書
館
の
視
察
を
終
え
る
と
、
時
刻
は
す
で
に
午
後
四

時
に
迫
っ
て
お
り
、
予
定
し
て
い
た
残
り
の
視
察
先
、
対

雁
地
区
方
面
へ
急
い
で
向
か
う
こ
と
に
し
た
。

　

対
雁
地
区
に
は
現
在
、「
江
別
市
営
墓
地
や
す
ら
ぎ
苑
」

が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
以
前
よ
り
そ
の
敷
地
内
に
は
、
明

治
期
に
樺
太
か
ら
こ
の
地
区
に
移
住
し
た
樺
太
ア
イ
ヌ
の

人
々
の
墓
碑
が
あ
る
と
聞
い
て
お
り
、
一
度
訪
れ
た
い
と

考
え
て
い
た
。
広
い
敷
地
内
に
あ
っ
て
、
め
ざ
す
墓
碑
を

探
し
出
す
の
に
若
干
の
時
間
を
要
し
た
が
、
苑
の
南
東
部

に
位
置
す
る
入
口
か
ら
敷
地
内
に
入
っ
て
右
手
（
北
の
方

角
）、
小
高
い
丘
の
上
に
そ
れ
ら
を
見
つ
け
出
し
た
。
石

碑
は
二
つ
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
乗
仏
本
願
生
彼
国
」、「
樺

太
移
住
旧
土
人
先
祖
之
墓
」
と
刻
ま
れ
て
い
た
。
前
者
の
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フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
近
年
書
か
れ
た
小
説
が
あ
る
。
川

越
宗
一
作
『
熱
源
』。
二
〇
一
九
年
八
月
に
発
行
さ
れ
、

翌
年
一
月
に
第
一
六
二
回
直
木
賞
に
選
ば
れ
て
い
る
。

５
．
対
雁
の
歴
史
、
榎
本
武
揚
と
の
関
係

　

や
す
ら
ぎ
苑
か
ら
さ
ら
に
北
西
へ
、
石
狩
川
に
沿
っ
て

車
を
数
分
走
ら
せ
る
と
、
対
雁
地
区
の
西
側
に
位
置
す
る

工
栄
町
と
い
う
地
区
の
一
角
に
「
榎
本
公
園
」
と
い
う
公

園
施
設
が
見
え
て
く
る
。
公
園
名
は
、
幕
末
か
ら
明
治
に

か
け
て
活
躍
し
た
榎
本
武
揚（
一
八
三
六
～
一
九
〇
八
年
）

に
由
来
す
る
。

　

榎
本
武
揚
の
名
は
、箱
館
戦
争
（
一
八
六
八
～
六
九
年
）

で
旧
幕
府
軍
を
率
い
た
指
揮
官
と
し
て
知
ら
れ
、
戦
い
に

敗
れ
た
後
、
そ
の
知
識
・
能
力
を
買
わ
れ
て
赦
さ
れ
、
明

治
政
府
の
要
職
を
歴
任
し
、
発
足
か
ら
間
も
な
い
新
政
府

を
支
え
た
人
物
で
あ
る
。
前
出
の
「
千
島
・
樺
太
交
換
条

約
」
の
締
結
交
渉
に
当
た
っ
て
は
、
日
本
側
の
特
命
全
権

公
使
と
し
て
ロ
シ
ア
に
赴
き
、条
約
の
締
結
に
尽
力
し
た
。

　

榎
本
公
園
内
に
は
、榎
本
の
騎
馬
像
が
上
部
に
乗
る「
榎

本
武
揚
顕
彰
碑
」
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
一
九
七
〇
（
昭

和
四
五
）
年
建
立
。
碑
文
に
は
、
開
拓
使
出
仕
時
代
の
一

八
七
三
（
明
治
六
）
年
、
彼
が
対
雁
に
農
場
を
開
い
て
い

る
こ
と
を
も
っ
て
、
対
雁
を
榎
本
と
の
「
ゆ
か
り
の
地
」

と
記
す
と
と
も
に
、「
江
別
市
発
祥
の
地
」
と
も
記
し
て

い
る
。
付
言
す
れ
ば
、「
千
島
・
樺
太
交
換
条
約
」
締
結

交
渉
の
公
使
を
務
め
た
榎
本
と
、
同
条
約
に
起
因
し
て
強

制
移
住
を
さ
せ
ら
れ
た
樺
太
ア
イ
ヌ
の
間
に
は
、
同
条
約

件
に
関
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
（
（1
（

。

　

や
す
ら
ぎ
苑
に
あ
る
墓
碑
の
建
立
、
最
初
の
葬
儀
・
追

悼
は
、
当
時
こ
の
地
区
に
あ
っ
た
本
願
寺
札
幌
別
院
対
江

布
教
所
に
よ
る
。
同
布
教
所
は
現
在
は
「
浄
土
真
宗
本
願

寺
派
廣こ
う
か
ん
ざ
ん
し
ん
が
ん
じ

間
山
眞
願
寺
」
と
い
う
寺
名
で
、
Ｊ
Ｒ
江
別
駅
か

ら
ほ
ど
近
い
市
街
地
の
中
に
存
続
し
て
い
る
。
こ
こ
で
犠

牲
者
全
員
の
過
去
帳
を
保
存
す
る
と
と
も
に
、
毎
年
六
月

の
第
三
土
曜
日
を
「
対
雁
の
日
」
と
定
め
て
、
墓
前
追
悼

法
要
を
続
け
て
い
る
（
（1
（

。
必
要
か
つ
貴
重
な
取
り
組
み
で
あ

る
。

　

な
お
、
こ
の
樺
太
ア
イ
ヌ
に
関
す
る
史
実
を
も
と
に

を
介
し
て
関
係
が
あ
る
と
言
え
、
対
雁
お
よ
び
そ
の
周
辺

地
区
に
残
る
墓
碑
と
顕
彰
碑
は
こ
の
こ
と
を
現
在
に
辛
う

じ
て
伝
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

同
公
園
内
に
は
こ
の
ほ
か
、
対
雁
の
歴
史
に
つ
い
て
の

知
見
を
深
め
ら
れ
る
、
以
下
の
二
つ
の
史
跡
が
あ
る
。

　

一
つ
は
公
園
の
入
口
脇
に
立
つ
標
柱
と
説
明
板
で
、
標

柱
に
は
「
史
跡 

対
雁
番
屋
・
駅
逓 

江
別
発
祥
の
地
」
と

記
さ
れ
、
説
明
板
に
は
「
史
跡 

津
石
狩
番
屋
」
に
つ
い

て
の
説
明
が
記
さ
れ
て
い
る
（
江
別
市
教
育
委
員
会
、
一

九
九
〇
年
二
月
）。
対
雁
は
江
戸
時
代
、「
津
石
狩
」
と
表

記
さ
れ
、
松
前
藩
石
狩
十
三
場
所
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る

サ
ケ
の
漁
場
と
し
て
知
ら
れ
た
ほ
か
、
石
狩
川
水
路
の
要

地
と
し
て
通
行
番
屋
が
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
（
（1
（

。
明
治
一

〇
年
代
に
は
人
口
や
産
業
の
集
積
、
戸
長
役
場
や
郵
便
局

の
設
置
が
進
ん
で
栄
え
た
が
、
交
通
の
流
れ
の
変
化
や
伝

染
病
に
よ
る
人
口
減
少
な
ど
で
衰
退
し
、
中
心
地
は
江
別

村
に
移
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
（
（1
（

。

　

も
う
一
つ
は
、「
對
雁
百
年
碑
」で
あ
る
。
一
九
七
一（
昭

江別市営墓地やすらぎ苑内の樺太アイヌの墓碑

榎本公園内の「榎本武揚顕彰碑」
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６
．
ま
と
め
に
代
え
て

　

前
回
（
第
四
回
）
現
地
視
察
の
補
完
と
し
て
実
施
し
た

今
回
の
江
別
市
視
察
で
は
あ
っ
た
が
、
一
日
日
程
な
が
ら

多
く
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。結
果
か
ら
言
え
ば
、

前
回
の
日
程
の
最
後
に
慌
た
だ
し
く
巡
る
よ
り
、
日
を
改

め
て
集
中
的
に
巡
る
方
が
正
し
い
選
択
で
あ
っ
た
と
振
り

返
る
。

　

た
だ
、
今
回
は
視
察
先
を
決
め
る
事
前
調
査
が
十
分
で

は
な
く
、
当
日
入
手
し
た
図
書
資
料
な
ど
か
ら
、
特
に
公

園
や
神
社
の
中
に
は
各
地
区
の
開
基
や
沿
革
を
記
す
石
碑

な
ど
が
多
数
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
こ
れ
ら
を

視
察
先
に
含
め
な
か
っ
た
こ
と
に
悔
い
が
残
っ
た
。
時
間

に
は
限
り
が
あ
り
、
ま
た
、
現
地
に
行
っ
て
初
め
て
わ
か

る
こ
と
も
あ
る
と
は
い
え
、今
後
へ
の
反
省
点
と
し
た
い
。

　

明
治
期
以
降
に
お
け
る
江
別
市
の
開
拓
の
特
徴
は
、
冒

頭
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
移
住
・
開
拓
主
体
の
多
様
性
に

あ
る
。
当
時
、
屯
田
兵
村
だ
け
で
も
三
村
が
存
在
し
た
ほ

か
、
民
間
の
会
社
組
織
に
よ
る
成
功
例
と
評
価
さ
れ
る
北

越
殖
民
社
の
事
績
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
同
時
進
行
に
よ
る

開
拓
の
進
展
と
い
う
市
史
の
流
れ
が
垣
間
見
え
た
。
そ
の

上
で
、
当
時
の
移
動
・
物
流
の
要
で
あ
っ
た
石
狩
川
を
中

心
に
、
石
狩
地
方
の
北
東
部
と
い
う
範
囲
に
視
点
を
拡
大

す
れ
ば
、
当
別
町
に
は
士
族
授
産
と
し
て
伊
達
邦
直
率
い

る
岩
出
山
伊
達
家
の
入
植
が
あ
り
、
ま
た
、
現
在
の
札
幌

市
東
区
に
当
た
る
札
幌
村
は
幕
命
で
大
友
亀
太
郎
ら
が
開

拓
の
礎
を
築
い
た
土
地
で
あ
り
、
開
拓
主
体
の
多
様
性
は

さ
ら
に
広
が
る
。
こ
の
地
域
の
開
拓
史
の
重
要
な
特
徴
と

し
て
押
さ
え
て
お
き
た
い
点
で
あ
る
。

　

ま
た
、
当
研
究
会
で
は
こ
の
間
、
屯
田
兵
と
囚
人
労
働

の
関
係
に
つ
い
て
問
題
意
識
を
強
め
て
き
て
い
る
が
、
今

回
は
、
樺
戸
集
治
監
の
囚
人
労
働
に
よ
る
開
墾
地
が
、
民

間
開
拓
団
体
で
あ
る
北
越
殖
民
社
に
払
い
下
げ
ら
れ
、
開

拓
地
と
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
関
係
が
見
え
た
。
屯
田
兵

と
の
関
係
に
限
定
さ
れ
な
い
、
北
海
道
開
拓
に
お
け
る
囚

人
労
働
の
果
た
し
た
役
割
の
重
要
性
を
再
確
認
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

あ
わ
せ
て
、
対
雁
の
歴
史
の
記
憶
と
し
て
風
化
さ
せ
て

は
な
ら
な
い
の
が
、
樺
太
ア
イ
ヌ
の
対
雁
強
制
移
住
と
、

そ
の
後
に
起
き
た
対
雁
ア
イ
ヌ
集
落
の
壊
滅
と
い
う
悲
惨

な
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
次
視
察
を
通
じ
て
、
そ
の

事
実
を
伝
え
る
史
跡
が
ほ
と
ん
ど
な
い
現
状
を
あ
ら
た
め

て
確
認
し
て
き
た
。
現
地
に
お
け
る
問
題
意
識
の
存
続
と

後
代
へ
の
記
憶
の
継
承
、
そ
う
し
た
取
り
組
み
の
市
内
外

へ
の
さ
ら
な
る
波
及
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。

　

当
研
究
会
で
は
引
き
続
き
、
こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ
た

様
々
な
課
題
を
整
理
・
考
察
し
な
が
ら
、
道
内
各
地
の
史

跡
や
施
設
等
の
視
察
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
、
さ

ら
な
る
情
報
の
集
積
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
注
】

（
１
）　

二
〇
一
九
年
発
足
。
二
〇
二
二
年
七
月
現
在
の
メ
ン

バ
ー
は
、
竹
中
英
泰
（
旭
川
大
学
名
誉
教
授
／
当
研
究
所

理
事
／
当
研
究
会
主
査
）、
押
谷
一
（
酪
農
学
園
大
学
教

授
／
当
研
究
所
理
事
）、
三
輪
修
彪
（
北
海
道
労
働
文
化

協
会
理
事
／
当
研
究
所
元
専
務
理
事
）、
正
木
浩
司
（
当

和
四
六
）
年
九
月
建
立
。
対
雁
地
区
に
は
、
先
述
し
た
一

八
七
八
（
明
治
一
一
）
年
の
江
別
村
の
設
置
に
先
ん
じ
て
、

一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
に
宮
城
県
か
ら
の
入
植
者
を
迎

え
て
対
雁
村
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
一
九
七
一
年
は
対
雁

村
設
置
か
ら
一
〇
〇
年
に
当
た
る
。後
背
部
の
碑
文
に
は
、

か
つ
て
こ
の
地
に
祀
ら
れ
た
対
雁
神
社
の
起
源
と
沿
革
、

国
営
治
水
事
業
に
よ
る
社
の
廃
止
と
本
碑
へ
の
奉
置
な
ど

が
記
さ
れ
て
い
る
。

榎本公園内の「對雁百年碑」
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（
15
）　

江
別
市
教
育
委
員
会
江
別
市
郷
土
資
料
館（
二
〇
一
二
）

七
一
頁
。

（
16
）　

同
七
五
頁
。

【
参
考
文
献
・
資
料
】

・　

有
馬
尚
経
『
屯
田
兵
と
は
何
か 

そ
の
遺
勲
と
変
遷
』
幻

冬
舎
、
二
〇
二
〇
年
七
月

・　

江
別
市
教
育
委
員
会
江
別
市
郷
土
資
料
館
編
『
江
別
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
シ
リ
ー
ズ
（
Ⅰ
）
史
跡
が
語
る
江
別
の
歩
み
』
江

別
市
教
育
委
員
会
江
別
市
郷
土
資
料
館
、
二
〇
一
二
年
八
月

・　

川
越
宗
一
『
熱
源
』
文
藝
春
秋
、
二
〇
一
九
年
八
月

・　

重
松
一
義
『
史
料 

北
海
道
監
獄
の
歴
史
』
信
山
社
、
二

〇
〇
四
年
一
一
月

・　

藤
田
文
子
『
北
海
道
を
開
拓
し
た
ア
メ
リ
カ
人
』
新
潮
社
、

一
九
九
三
年
七
月

【
参
照
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
】

・　

江
別
市

　
　
　

https://w
w

w.city.ebetsu.hokkaido.jp/

・　

江
別
市＞

江
別
市
郷
土
資
料
館

　
　
　

https://w
w

w.city.ebetsu.hokkaido.jp/soshiki/

　
　
　

kyodo/

・　

廣
間
山
眞
願
寺

　
　
　

https://singanji.com
/archives/18770.htm

l

・　

錦
山
天
満
宮

　
　
　

https://w
w

w.nishikiyam
a.or.jp/

・　

北
海
道
開
拓
の
村

　
　
　

https://w
w

w.kaitaku.or.jp/

・　

北
海
道
神
社
庁

　
　
　

https://hokkaidojinjacho.jp/

・　

北
海
道
庁＞

北
海
道
の
指
定
文
化
財
件
数
一
覧

　
　
　

https://w
w

w.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/

　
　
　

bnh/dounai-shiteibunkazai-

　
　
　

kenshuuichiran.htm
l

・　

北
海
道
庁＞

北
海
道
立
文
書
館
に
つ
い
て

　
　
　

https://w
w

w.pref.hokkaido.lg.jp/sm
/m

nj/d/

　
　
　

about.htm
l

※　

最
終
閲
覧
は
い
ず
れ
も
二
〇
二
三
年
一
月
一
六
日
。

＜

ま
さ
き　

こ
う
じ
・
公
益
社
団
法
人
北
海
道
地
方
自
治
研
究
所
研
究
員＞

研
究
所
研
究
員
／
当
研
究
会
事
務
局
）。
主
査
は
二
〇
二

二
年
度
よ
り
押
谷
か
ら
竹
中
に
交
替
し
た
。
第
五
回
現
地

視
察
に
は
四
人
全
員
が
参
加
し
、
本
稿
の
執
筆
は
事
務
局

の
正
木
が
担
当
し
た
。

（
２
）　

本
段
落
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
有
馬
（
二
〇
二
〇
）
四

八
～
四
九
頁
お
よ
び
一
六
九
～
一
七
三
頁
を
参
照
し
た
。

（
３
）　

本
段
落
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
江
別
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

掲
載
の
「
年
表
」、
有
馬
前
掲
書
一
六
九
～
一
七
三
頁
、

藤
田
（
一
九
九
三
）
一
二
三
～
一
三
七
頁
を
参
照
し
た
。

（
４
）　

江
別
市
教
育
委
員
会
江
別
市
郷
土
資
料
館（
二
〇
一
二
）

六
頁
。

（
５
）　

火
薬
庫
の
所
在
地
の
説
明
板
に
よ
る
。

（
６
）　

本
段
落
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
注
５
と
同
じ
く
、
火
薬

庫
の
所
在
地
の
説
明
板
に
よ
る
。

（
７
）　

江
別
市
教
育
委
員
会
江
別
市
郷
土
資
料
館（
二
〇
一
二
）

八
〇
頁
。

（
８
）　

後
述
す
る
現
地
（
千
古
園
）
の
説
明
板
に
よ
る
。

（
９
）　

重
松
（
二
〇
〇
四
）
五
二
頁
。

（
10
）　

注
８
と
同
じ
く
、
現
地
の
説
明
板
に
よ
る
。

（
11
）　
「
北
海
道
立
文
書
館
条
例
」（
昭
和
六
〇
年
四
月
一
日
北

海
道
条
例
第
六
号
）
第
一
条
。
な
お
、
移
転
に
先
立
ち
、

二
〇
一
九
年
一
〇
月
一
六
日
に
改
正
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）　

江
別
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
の
「
年
表
」
に
よ
る
。

（
13
）　

当
研
究
会
と
し
て
は
第
二
回
現
地
視
察
の
際
に
訪
問
し

た
。
セ
ン
タ
ー
の
展
示
物
の
中
に
樺
太
ア
イ
ヌ
の
強
制
移

住
に
関
す
る
解
説
が
あ
る
。

（
14
）　

本
段
落
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
眞
願
寺
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

掲
載
の
解
説
を
参
照
し
た
。


